
愛知県ウクライナ避難民日本語学習支援事業 概要

１．目的

本県での生活も長期にわたることが想定され、早急に日常生活を送るための支援を必要

としているウクライナ避難民の方々が県内で生活環境を整え、安心して日常生活を送るこ

とができるようになること

２．実施のイメージ

愛知県

ウクライナ避難民

(1)SIM

(2)タブレット端末

①Lenovo(wifi+LTE)

又は

②ipad(wifi)

【タブレット端末の利用目的】

・愛知県のオンライン日本語教室に参加する

・日本語の自習（インターネット、YouTube 等）をする

・日常生活での調べものをする など

①の場合
・返さなくてよい
・SIM カードが使える

(3)日本語教室

・2時間×15 回計 30 時間
（週１回、8 月末～12 月を予定）
・生活で必要な日本語
・主にオンラインで実施
・時々、ウクライナ語の通訳者

もいる

(4)コーディネーターの訪問

・月１回程度、市町村担当者や日本
語教室実施者を訪問する。

・みなさんから、日本語学習などの
相談などにのることができる

・時々、ウクライナ語通訳者も同行

参加

(1)(2)配布

開催・実施

・ウクライナ大使館から
配られたものと同じ会社のもの

・50 ギガ 30 日間有効
・１人最大５枚

②の場合
・SIM カードが使えない
・家の Wifi に接続するか、スマホ等でテザリング

して使う

※一度配ったら、端末の変更はできない

・愛知県以外に引っ越す時に返す
・タブレットを受け取る時に受領書にサイン
・タブレットを返す時に返却届にサイン



３．取組内容

（１）日本語教室の開催

・近隣住民とのあいさつ・コミュニケーションや病院でのやりとりなど、日本で生活する

上で必要になるテーマや行動をとりあげ、課題を解決するための日本語能力が獲得で

きるような教室を開催する。

・８月下旬から 12月まで、計 30 時間（２時間×15 回、週 1 回）開催する。

・初回は ZOOM 等への接続方法のオリエンテーション等を行うため、対面（名古屋市内を

予定）で開催する。

・第２回以降はオンラインで開催する。ただし、内容等に応じて対面で開催する可能性も

ある。

・教室を ZOOM で行う場合、２時間で２GBぐらい使用する。（目安です）

（２）タブレット端末の貸与と SIM カードの配布

【タブレット端末の貸与】

・愛知県以外に引っ越す時に返す

・タブレットを受け取る時に受領書にサインし、愛知県に提出する

・タブレットを返す時に返却届にサインし、愛知県に提出する

・（１）の日本語教室への参加、日本語の自習、そのほか日常生活での情報収集など、避

難民が生活を送るうえで必要な場面で使用することを目的とする。

〇機種について

①か②のタブレット端末を希望者に配布する。（いまのところ 100 名までを予定）

①Lenovo タブレット LTE 対応 Tab M10 FHD Plus

(https://www.lenovo.com/jp/ja/tablets/android-tablets/m-series/Lenovo-TB-

X606/p/ZZITZTATBDX）

・SIM カードが使える

②ipad wifi モデル 64GB（https://www.apple.com/jp/ipad-10.2/）

・SIM カードが使えない

・家の Wifi に接続するか、スマホ等でテザリングして使う

※ 一度配布したら、端末の交換（Lenovo から ipad に変える、ipad から Lenovo に変える）

は行わない。



【SIM カードの配布】

・Nippon SIM for Japan 標準版 30 日 50GB ドコモ プリペイドデータ SIM（3-in-1）を

一人最大 5枚（1 か月に 1枚を最大５回）配布する。

※県が貸与するタブレットの①、SIM フリーの iphone、Android スマートフォン等に広

く使用できる。

・自宅の wifi 環境がない人や、Softbank から貸与されるスマートフォンが手元に届いて

いない人が自分のスマートフォンなどで使用することを想定する。

（３）コーディネーターの訪問

・ウクライナ避難民を受け入れている、県内市町村、県内市町村国際交流協会、ＮＰＯ法

人等の地域の日本語教育の取組を実施する団体に、1 か月に 1 回程度派遣する。

・避難民受入れ団体の支援を行ううえでの困りごとや避難民本人の日本語学習の希望等

を把握し、支援を行っている団体等とつなぐ。

・避難民の希望等を聞き取る際は、ウクライナ語の通訳者も一緒に派遣する。

・派遣は、状況に応じてオンラインでも実施する。


